
金沢大学・先端科学・社会共創推進機構・特任助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３３０１

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

地域づくりと自然環境保全に資する「モザイク保護区」の研究

Research on mosaic protected areas contributing to local development and nature 
conservation

１０７３３９５９研究者番号：

北村　健二（Kitamura, Kenji）

研究期間：

１５Ｋ００６７３

年 月 日現在  元   ５ ３０

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：一般的に自然保護区と称される保護地域のなかで、特に民有地において複数の区画に
またがり、所有や利用の形態も多様な性質をもつものについて、理論と実例の両面から検証をおこなった。コス
タリカの農村における共有林、北海道東部の河川流域における住民主体の流域再生、カナダにおける住民主導の
生物圏保存地域の登録・運営などの事例から、地域住民が自ら組織化し、外部の主体から知識・技術・資金など
の支援を得て、地域づくりと自然環境保全を両立させるような保護地域運営をおこなうことが可能であることを
示した。

研究成果の概要（英文）：This project examined theory and practice of protected areas spanning across
 multiple parcels　of　land　with　diverse　structures　of　property　rights.　Learning　from　such 
cases as a communal forest in rural area of Costa　Rica, community-based watershed restoration in 
Hokkaido, Japan, and grassroots designation and management of a biosphere reserve in Canada, the 
project showed possibilities of protected areas contributing both to local development and nature 
conservation, as a result of combining self-organization of local residents with support from 
outside.

研究分野：環境政策・環境社会システム

キーワード： 環境　地域　保護区　コモンズ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
米国のイエローストーン国立公園に始まる近代的な自然保護区が、自然環境保全の名のもとに先住民を含む地域
住民の福利を犠牲にするものであるという批判があるなかで、地域住民側が自然保護区という制度をむしろ積極
的に活用することで、自然環境保全と地域づくりを両立させる仕組みを生み出すことが可能であることを、コモ
ンズ論などからの学術的な視座を踏まえたうえで、実際の現場での事例の検証と結び付けたことに本研究の最大
の特徴がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
地域住民の権利を奪うトップダウン型の保護地域が批判される一方で、地域コミュニティが資
源や自然環境を持続可能な方法で利用・保全する能力を持つことが多くの実例とともに証明さ
れてきた。 近年では、「里山」や「先住民共同体保全地域」など、文化的景観として自然を利
用しながら保全するボトムアップ型の管理の重要性が広く再認識されている。共有財としての
資源管理を対象とするコモンズ研究もこの議論の一翼を担うが、保護地域の具体的な改善への
貢献はまだ十分でない。 
 
２．研究の目的 
複数の土地区画において、一定の権利と義務を所有者らが集合的に持ち、共通の目的のもとで
協働する地域を疑似的な共有地としてのモザイク保護区とみなし、その地域に固有の制度や価
値観を土台としつつ、地域住民が主体的に協働する仕組みや、区域外の課題と双方向につなぐ
仕組みを、事例研究により検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
カナダ、コスタリカ、北海道、能登を中心とする国内・海外の事例を対象として、各事例に
おいて聞き取りや資料調査などによりデータを収集し、モザイク保護区に相当する各制度の構
造を調査した。 
 
４．研究成果 
カナダについては、サスカチュワン州にあるレッドベリーレイク生物圏保存地域の調査を重
ね、現地における多様な主体が参画する会合に参加し、また自ら企画した。事例研究の成果は、
2018 年 5 月にカナダのハリファクスにおいて開催された国際会議（Communities, Conservation 
and Livelihoods）のなかで口頭発表をおこなった。自然環境保全を地域住民主体でおこなうこ
と、また、その際に生業活動の発展も目指すこと、という点で、会議全体のテーマとの整合性
も高く、世界各国から集まった研究者・実務者とこの事例を共有し、共に議論できたことの意
義は大きい。また、カナダの事例については、書籍『ユネスコエコパーク――地域の実践が育
てる自然保護』（京都大学出版会）の一部として執筆し出版された。 
コスタリカについては、文献・資料調査と現地調査を重ね、特に民有地に着目した包括的な
保護地域政策に関して、複数の研究会で発表したほか、査読付き投稿論文として執筆し、国立
歴史民俗博物館研究報告に掲載された。 
北海道東部の西別川流域の事例については、地域住民が主導する形で河畔林の再生や行政上
の境界を超えた協働が推進されたきたことに着目し、その活動での参与観察や聞き取りをもと
に複数の国際学会等で発表し、査読付き投稿論文として執筆し、Sustainability 誌に掲載され
たほか、地域在来の道具や知識の積極的な活用が駆動要因となったことに焦点を当てた論考を
書籍『地域環境学―トランスディシプリナリー・サイエンスへの挑戦』（東京大学出版会）の章
として執筆し出版された。この書籍はシュプリンガーの学術誌（Transformations of 
Social-Ecological Systems: Studies in Co-creating Integrated Knowledge toward 
Sustainable Futures）として英語版でも出版された。 
能登については、国連食糧農業機関が 2011 年 6月に世界農業遺産に認定した「能登の里山里
海」を舞台とした地域人材育成の取り組み事例について執筆し、書籍『地域環境学』とその英
語版の両方に収められ出版された。大学・地域連携の成果については参加型評価の研究もおこ
ない、第 5回東アジア農業遺産学会において結果を報告した。 
以上の事例研究を通じて、多種多様な所有形態の区画をつなぐモザイク保護区に相当する例
が実在し、それが地域づくりと自然環境保全の両立を促進しうることが分かった。 
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